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要 旨

授 業運 営 を支 援す るLMSで あ るMoodleは,オ ープ ン ソー ス形 式 で あ り,多 くの有 志 に よ る改 良モ ジ

ュール が 開発 提 供 され てい る。 これ らの改 良モ ジ ュール を利 用 した り,ま た 自 らモ ジ ュ ール を開発 ・

改 造 した りす る こ とで,よ り使 い やす い シス テ ム に してい く こ とが で き る。 一方 で,市 販 の商用LMS

な ど と比 較す る と,や や機 能不 足 を感 じる こ とも多 い。 大 学 全体 な どで の利用 が進 む と,個 々 の教 員

や 授 業 単位 ご との要 望 に は,即 応 しづ ら くな る こ ともあ る。

本 稿 で は,日 々 の授 業 運営 に あた って 感 じる機 能 不 足 や 改善 点 を整 理 した。 なか で も小 テ ス トな ど

の分 析 ツー ル,ス マー トフォ ンな どのPC以 外 のデバ イ スへ の対応,教 務 や ポー トフ ォ リオな ど他 シス

テ ム との連携 な どにつ い て,具 体 的 な事例 をふ くめ て提案 す る。

キ ー ワ ー ド:LMS,Moodle,機 能 改 善

1.は じ め に 2.Moodle利 用 の 利 点

Moodleは 大 学 な どの授 業 運 営 を支 援 す

るLMSと して設 計 されて い る。 多 くの 改 良

追加 モ ジュール が提 供 され,ま た 自 らモ

ジュー ル プ ラグイ ンを作 成 した り,部 分

的 な修 正 を した りす る こ と も容易 であ る。

しか しな が ら,日 常 的 な授 業 実践 の 中で,

機 能 不 足や 使 いづ らさを感 じる こ とも少

な くない。 教員 や 学 生 な ど,一 般 の利 用

者 か ら感 じる 「足 りない もの」 を ま とめ,

今後の改善へ の手掛 か りと したい。

LMS(授 業支援 システム)に 何を求めるか

は,個 々の利用者 によってさまざまな も

のがある。通常講義 における資料配布代

行,学 生 レポー トなどの提出管理,出 欠

席管理,学 生 同士も しくは教員 との対話

や告知 などに加 え,授 業記録 ビデオの配

信や音声対話,一 般教室における資料提

示,採 点評価 などにお ける教学事務 との

連携な どもある。いずれ も通常の授業実

施に伴 って,「 不便」 と感 じてい ること

の裏返 しでもある。数百名に上 る受講生

への資料配布や レポー ト管理な ど,そ の

労力 と効率の悪 さは,想 像 を超 えるもの
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があろう。

Moodleな ど特に大学の授業運営に特化

したLMSで は,こ れ らの 「不便」さを解消

する機能が多 く実装 されている。た とえ

ば全体や授業履修者 のみ を対象 にしたフ

ォーラム(電 子掲示板)は,投 稿 を 自動

的にメール配信す ることもできる。学生

か らの質問に答 えた り,学 生同士の議論

をした りす ることで,授 業への参加度 を

高め,授 業後の学習を促す効果が期待で

き,ま たこれ らを保存 ・公 開す ることで,

翌年以降の履修生 らの参考になるととも

に,教 員 自身に とって も授業 を振 り返 る

貴重な資料 となる。

電子ファイル に限 られ るとはいえ,学

生 レポー トなどの提出物の管理では,紙

媒体 のよ うに物理的に受 け渡 しをす る場

所や 時間を限定す ることがな く,自 動的

に受領記録が残 ることのメ リッ トが大 き

い。電 子 メール に添 付す る方式 では,

「送ったはず」 とい うトラブルが後 を絶

たないが,フ ァイルをア ップロー ドす る

方式 は,巨 大にな りがちな電子 ファイル

の受 け渡 し方法 として,確 実である とと

もに安全性が高い。

学生 らに配布す る授業資料や,講 義で

使用す る各種プ レゼ ン資料 も,授 業 回ご

とに整理集約できるため,欠 席 した学生

への配慮 とい う消極的な理由ばか りでは

な く,毎 回の授業 目的を明確化する とと

もに,資 料の散逸 を防ぎ,翌 年以降にも

再利用できるため教員 に とっても大変有

益 である。

一 方 で
,こ れ らの機 能 を授 業 中に利 用

しよ うとす る と,教 員や 学 生 らのPC環 境

が不可 欠 とな る。 予 復 習 な ど時間 外 で の

利 用 を想 定 して も,そ の ため の告 知や 利

用 法 の説 明 に加 え,学 生 らのPC自 体 の利

用 環境 や 基礎 的 な リテ ラシー が必 要 な の

は言 うまで もない。LMS固 有 の問題 ばか り

ではない もの の,授 業 にLMSを 取 り入 れ て

3年 余 りの実践 の 中か ら,Moodleに 足 りな

い もの を学生,教 員 の視 点 か ら指摘 す る。

3.教 員 の視点 か ら

2000年 ごろ か ら授 業用 のWebサ イ トを作

り,毎 回 の授 業 予定 や配 布 資料 の 掲載 を

行 って きた。 さらには簡 易 なCGIに よる電

子 掲示 板 や ア ンケー トフ ォー ム を取 り入

れ て,授 業 中や授 業 後 に,提 示 課 題 を元

に した学 生 同士 の意 見 交換 な ども実践 し

て きた。2004年 度 には,当 時 の メデ ィア

教 育 開 発 セ ン タ ー(NIME)が 開 発 した

eXcampusを,さ らに は富 士通 の企 業 向 け

商 用LMSで あ るlnternetNavigware,関 西

大 学 の 開発 してい るCEAS,2007年 度 か ら

はMoodleを 試 行利 用 した1)。 これ らのLMS

が共通 に備 え る資 料 提示 や フォー ラム,

出席管 理,小 テ ス トや課 題 提 出管 理 な ど

は,多 少 の優 劣 は あ る ものの,機 能 的 な

差異 は小 さい。

後発 のMoodleは,多 くの商 用LMSを 参 考

に してお り,完 成 度 は高い 。 しか しな が
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ら,実 際 の授 業実 践 にお い て は,機 能 不

足 を感 じる点 が あ る。 これ らは追加 モ ジ

ュール(プ ラ グイ ン)で 改 善 され る もの

もあ るが,そ れ ぞれ の利 用 場面 に応 じて

独 自開発 が必 要 で あっ た り,運 用 面 で の

工夫 が不 可欠 な もの もあ る。

1)PC教 室 でない と使 いづ らい

2)告 知 フォー ラム を開 くまでメ ッセ ー ジ

有無 がわか らない

3)学 生 同士の相 互評価がや りづ らい

4)ビ デ オや音 声 ファイルが扱いづ らい

5)担 当 コー ス以外の利用法 を知 りたい

6)管 理 の一部 をTAに 任せたい

7)年 度 を越 えた利 用が しづ らい

8)フ ォー ラムや 学生 向 けメール な どの閲

覧 を確認 したい

9)学 生 の学習履歴 ・ア クセ ス記 録 を整 形

集計 したい

10)採 点評価 な どの教務事 務 システ ム との

連携 がほ しい

1)に つい て は,携 帯電 話やPDAな どのモ

バ イル 端末 の利 用 が 考 え られ る。 学生 所

有 の携 帯電 話 は高機 能化 し,PDAと して の

能 力 も高 い。長 文 入 力 を除 けば,PCに 代

わ る もの と して 可能 性 も高 い が,通 信 料

の負 担 ととも に,学 生 らの所 有 す る機 種

が 新 旧様 々 で あ り,Moodleな どの い わ ゆ

る リッチ コンテ ンツの利 用 は難 しい もの

も 多 い 。 一 部 機 能 に制 限 され る もの の

Moodleを 携 帯 電 話 で 閲覧 で き る追加 モ ジ

ュール を利 用 して,出 席 確認 と簡 易 な小

テ ス トを行 ってい るが2),さ らに簡易 に利

用 で きる システ ム が欲 しい。 さ らには,

iPhoneやiPadな どの各 種 ス マー トフォ ン

や タブ レ ッ トPCの 利 用 な ど,PC以 外 へ の

対応 を進 めてい く必要 があろ う3)4)。
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図1:iPhoneやiPadア プ リで の 表 示 例

2)告 知フォーラムでは,新 規 メッセージを

メール配信す ることもできるが,Moodleの コ

ース画面を開いても
,新 着メ ッセージがある
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図2:CEASの 学生 ログイ ン画面例

3)学 生 同 士 の相 互評 価 につ い て は,ワ

ー ク シ ョップ モ ジ ュール が あ る。演 習 形

式 のゼ ミや 実 習演 習 の作 品評 価 に使 われ

る。 自身 の作 品提 出 を条 件 に,指 定 した

数 の他 の学 生作 品 を評価 ・コメ ン トで き

る。 この とき対 象 とな る作 品 は,ア ップ

ロー ドされ た電 子 フ ァイ ル で あ り,プ レ

ゼ ンテ ー シ ョンな どでの利 用 は しづ らい。

教職 科 目で は模 擬授 業 な どの プ レゼ ンテ

ー シ ョンの録画 ビデ オ な どを も とに ,相

互評 価 させ る演 習 を行 うが,ビ デ オ フ ァ

イル の加 工処理 や ア ツプ ロー ド作業 の煩

雑 さ もあ り,Moodleで は利 用 が難 しい 。

リアル タイ ムで の動 画配 信 ま では で き な

くて も,あ らか じめ作成 した ビデ オ教材

の ス トリー ミング配信 が手軽 に行 え る よ

うに なれ ば,利 用 範 囲 は広 が るで あ ろ う。

図3:ワ ーク シ ョップ による相互評 価結果

図4:ビ デオ画像 とス ライ ド映像 による コ

ンテ ンツ作成例

5)以 降 は,授 業 コ ンテ ンツ で はな く,

他 の教 員 の利 用例 を参 照 した り,あ る い

は学生 らの学 習履 歴 を分 析 した りす る管

理 支援 ツール の充 実 で あ る。他 の 教員 や

他 コー ス の状 況 を参 照す る こ とは,相 互

の了解 が あれ ば可能 で あ るが,日 常 的 な

情 報交 換 や相 互研 さん のた め に は,教 員

同士 の情 報交 換 の場 が 望 ま しい。 先述 の

CEASで は,シ ステ ム内 に専 用 の フォ ー ラ

ム を用 意 してい る ほか,外 部 の コ ミュ ニ

テ ィサ イ トや 公 開 のユ ーザ 事例 報 告会 を

利 用 して活 発 な情 報 交換 が行 われ てい る。

これ らの 運用 には,モ デ レー タや エ ン ジ
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ニ ア の存在 も不可 欠 だ が,な に よ りも教

員 らに よる情報 交 換 の意 志 が な くて は成

立 しない。

年度 をま たい だ コー スデ ー タの利用 や,

TAに よ る コー ス管 理 な どは,運 用 の工 夫

で 可能 にな る こ とも多い 。 た だ,デ ー タ

のバ ックア ップ リス トアや,TA登 録 な ど

の 管理 運用 手順 は,一 部 の教 員 を除 け ば

ハ ー ドル が 高い 。個 々の 学生 がMoodleで

の 告知 を閲覧 したか,コ ンテ ン ツを学 習

した か ど うか の確認 も,ア クセ ス ログ を

個別 に精査 す るこ とに な り,履 修 生 が多

い場 合 には現 実 的で ない 。 シ ステ ム の改

良 と ともに,こ れ らの運 用 面 での支 援 体

制 を充実 させ てい く必 要があ る。

教務事務 システ ム との連携 では,授 業 ク

ラスや履修者デー タな どの基礎 デー タの入

力設定 のほか,成 績評価デ ー タの 自動集約

への要望 が多 く聞かれ る。 関西大学 な ど全

学 的なLMS推 進 体制 を整 えてい る大学 では,

毎学期 当初 に全科 目,全 履修 学生 を登録 し

てい る事例 も多い。 これ には,授 業 開始前

までの履修登録完 了な どの条件整 備が前提

で あ り,成 績デー タについ て も,LMS上 で

の成績評価 をそのまま単位認 定 に用い るか

どうかな ど,各 教員や授業 ごとの条件設 定

が あ り,統 一 しての運 用は容易で はない。

しか しなが ら,出 席 カー ドな ど紙媒体 によ

る出欠情報の集 約や,OMRに よる小テス ト結

果の集計 をCSVフ ァイルでMoodleに 一括転記

す るな ど,今 で も工夫 次第で実践で きる も

の も多 くある。教 学システム との連携 は,

よ り簡易 に,か つ柔軟 に行 えるよ うなシス

テ ム作 りと,運 用体制が必要であろ う。

4.学 生の視点 か ら

Moodleや それ以前 のLMS利 用 の経験 か ら,

学 生の視 点で のLMSへ の改善希 望 を取 り上

げる。

授 業 コンテ ンツが整 理 して配 置 され,

欠 席 した 場合 で も授 業 内容 が わか る な ど,

そ の有 効性 につ い て は多 くの学 生 が認 め

てい る。 フ ォー ラ ムや ワー クシ ョップ に

よ る学 生 同士 の意 見 交換 や 相互 評価 につ

い て も,「 他 の 学生 の意 見 が 聞 けた 」 な

どと肯 定 的 な意 見 が多 い。 一方 で,次 の

よ うな改 善意 見 もあ る。

1)サ イ トアクセスや ログイ ンが面倒

2)ビ デ オや音 声がな く,お も しろ くない

3)授 業 で必要 な資料 は授 業 中に配布 して

ほ しい

4)他 の学 生が何 を してい るかわか らない

5)自 分 の順位や成績 がわか らない

6)学 び たい ことがない(資 格 な ど)

7)提 出物 以外 の個人 フ ァイル を保管 す る

場所 が欲 しい

1)の ア クセ ス方 法 につ い て は,様 々 な

意 見 が あ る。 まだ まだPC操 作 の不 得意 な

学 生 も少 な くない し,心 理 的 な抵 抗感 を

ふ くめ て,PCで のMoodle利 用 に はハ ー ド

ル が高い の も事 実で あろ う。Webア クセ ス

にお け るURLの 入 力 に も,学 生 の 多 くは

Yahooな どの検索 システ ム を使 う傾 向が あ
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る こ とか らも,情 報 ア クセ ス のた め の リ

テ ラシー の普及 に も,疑 問 も残 る。

す べ て の 利 用 者 の 方 へ

国 宇 籍番号とメールァ ドレスのロンクについて

　　　　　　　　 リ　について

豊朧 騙 諜 讐合の対購
駐早朝アクセスされる方へのお願い(アクセスしづらくなります}

教職員の皆さんへ

豊霧繧叢騰 鷺欝1
置L操作方法なとの マニュアルはこちらから

匿 鞍 職員向1ナMoodlε醤用滲考書の:窯 内

学 生 の 皆 ざん へ

E凱英 語ε一1飴rnlngサイトてレヘルアップをめざしましょう。1〔10'0知22}

置L名古屋1青報メデイアセノターeLeaving講 厘をRす る学主へ置L学生向
けMoodleの1更い育はこちら〔運甲内規 学生甲マニュ7ル}

aMoodleで 蔦 ノ1コンのICU方 をマスタ　しよう「「

■■ii暁o」i司■Y

一
愛知大学
婁知大学短期大学$6
愛知六学図書館
～ る'!,,愛知大学

共通教育科目〈豊循〉

共通教育科目〈名古屋〉

法学部

現代中国学部

経営学部

軽済学部

図5:Moodleト ッ プ 画 面 に 配 置 した 学 部

Webリ ン ク

一方
,学 生 らに対す る各種 情 報伝 達 手

段 であ る学部Webサ イ トへ の アクセス の う

ち,約4分 の1(.月 平均 で約200件 余)が 学

内Moodleサ イ トか らの リンク ア クセ スで

ある。 学 内Moodleサ イ トが学 生 らの情 報

ア クセ ス起 点 と して の ポー タル サ イ トと

な りつ つ あ る こ とが うかが え,大 学 にお

ける情 報提 供や 情 報 ア クセ ス のあ り方 と

して興味深 い。

表1:短 期 大学部Webサ イ トへ の リンクア

クセ ス件数

全件 LMS経 由 (%)

2010年4月 1,400 480 34.3%

2010年5月 687 169 24.6%

2010年6月 .. 245 27.3%

2010年7月 1,055 272 25.8%

2010年8月 479 42 8.8%

2010年9月 320 97 30.3%

計 4,838 1,305 27.0%

平均 806 218 27.0%

(AWStatsに よ る 自動 集 計5))

とは い え,か んた ん ロ グイ ンや個 体 識

別認 証 が 普及 してい るケー タイ 世 代 の学

生 た ち に とって,長 くて 難 解 なURLや,

ID・ パ ス ワー ドを毎 回 の よ うに入 力す る

のは苦 痛 で あ る こ とは理 解 で き る。 学 内

であれ ばブ ラ ウザ のス ター トペ ー ジか ら

リンクす るこ と もで き るが,自 宅 の 家族

との供用PCで はURLやIDの 記録 も期待 で き

ない。 ス マー トフ ォ ンな どの高機 能 ケー

タイや ノー トPCやPDAな ど,持 ち運び で き

る個人 所 有 の情報 機器 の普 及 が一 つ の解

決 策 だが,当 面 は ケー タイ に よるア クセ

ス を模 索 す る必 要 が あろ う。機 能 や表 示

能 力 は限 られ る と して も,一 般 講 義 室 で

の出欠 管理 や 簡易 な小 テ ス ト ・ア ンケー

トな どで の利 用価 値 は高い 。 ビデ オや 音

声 な どの リッチ コンテ ンツに は,PCが 欠

かせ ない が,こ れ らの制 作 に は,教 員 側

の教材 作成 能 力や 支 援体 制 が必 要 な の は

言 うまで もない。

一 方 で
,3)の よ うに,授 業 中 に必要 な

資 料 はMoodleで はな く実 際 に配 布 して ほ

しい とい う要 望 も多 い。 教 員 の意 図 と し

ては,授 業以 前 に予 習 の意 味 を含 め て事

前 に資 料 を 閲覧 してお くこ とで あ るが,

1)の ア クセ スへ のハ ー ドル の高 さもあ っ

て,ま だ 学習 ポ ー タル に は遠 い。 単 な る

資 料配 布 だ けで は な く,前 回授 業 の復 習

確認 テ ス トや,次 回の 学習 内容 に対す る

事 前テ ス トな ど,家 庭 で の学習 を前提 と

す る よ うな学 習 コー ス の設 計 と組 み立 て,

そ れ らを生 か した授 業 実践 が望 ま しい と
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もい える。

4)5)の よ うな意 見 は,自 分 の 出欠 席 状

況 の確認 な どと合 わ せ て,学 生 の 関心 が

高 い。 成績 評価 に直結 す る事 柄 で あ り,

ま た周 囲 を気 にす る現代 の 学生気 質 を表

してい る。 教員 と して も,学 期 途 中 で脱

落 しそ うな学 生 を見 つ けて個 別 指導 した

り,広 範 な学 習項 目の 中で 学生 らの苦 手

な 分野 や範 囲 を抽 出 した りで きれ ば,そ

の効 果 は 高い。 具 体 的 には,個 々 の学 生

に とって は小 テ ス ト結果 の分 野別 正 答 率

レー ダー チ ャー トや ク ラス 内順位,提 出

レポー トな どの得 点 分布 や他 の学 生 らへ

の コメ ン ト評価,学 生 らの正 答 ・誤 答傾

向な どが提 供 したい 。 これ らは,市 販 の

商用LMSな どで は実 現 され てい る もの で あ

り6),特 に資格 対策 コース な どでは,そ の

有効 性 が指 摘 され て い る。 学習者 に とっ

て は,一 種 の 学習 メ ンター と して の効 果

をもた らす もの と考え られ る。

出欠 レポート⑦

lITパ スポート 精選問題集

成績一覧(章ごと)

りょうさんの1丁ハスボート精選問題集の成績を表示しで ぽ丁。

章番号 章名 問題総数

Q

解答総数 正解総委

一1全 体
1企 菜と法務

348

38

32

35

30

is

29

25

32

0

19

0

巨一一一1経営戦略 15 7

陶一一 一システ蝉鵬
4開 発技術

13

4

10

2

一1プ ロシエクトマネシメント 0 0

一 サービスマネシメント
7基 礎理論

0

0

0

0

全体の正解率が5妬 拍O〔「%までまだまだ勉強が必要です.
また1章(企業と法務晒正解率が0%と よくありません.

以下の問題が1章の未解答問題と間違った問題です,

図7:商 用LMSの 学 習結果 画面例

学 生 テ ス ト

点呼完了:1

出席:a

遅副:a

早退:0

皇席:1

圭了:0

出席車:o.o駒

出席点:0〆2

岸 日付 開始時刻 綻 了時刻 出欠 点呼方法 備考

106/09(火 〕09:2010:50欠 席 自動

図6:Moodleの 出 欠 状 況 画 面

6)「 学び た い もの 」 と して は,資 格 講

座 な どの 自習 教材 の充 実 が考 え られ る。

学 生 た ちに とって は,通 常 の授 業 と同様

に,各 種 資格 に対 す る意 識 が高 い 。興 味

はあ って も課 外 の資 格講 座 を受 講 す る に

は,費 用 や 時間 の 問題 もあ り,や は りハ

ー ドル は高 い
。 同 じ学 び とい う点 で,通

常授 業 と同 じシステ ムの 中に,彼 らが望

む 学習 コ ンテ ンツ を置 くのは,よ い刺 激

に もな り,学 び の総 合 ポー タル サ イ トと

して有効 であろ う。

同様 に,学 期 単位 の授 業 コー ス とは別

に,個 人 の フ ァイル保 存 領 域 を確保 した

い 。学 習 に かか わ る さま ざま な資 料や ノ

ー ト
,レ ポー トな どの成 果 物 を,散 逸 さ

せ る こ とな く一 か所 に集 め,卒 業 ま で の

間に も,必 要 に応 じて いつ で も振 り返 る

こ とので きる学 習 ポー トフォ リオ と して

活 用す る こ とが で きれ ば,自 ら学 ぶ 自律

学 習へ の 手助 けに も な る。保 管 した 学習

コンテ ンツ を,必 要 に応 じて他 の 学 生 に

公 開 した り,あ るい は相 互 に交 流 した り

愛知大学情報メディアセ ンター 30 Vol.21,No.1,2011



す る こ とに よ り,よ り学 習効 果 は高 ま る。

これ には,一 種 の ソー シ ャル ネ ッ トワー

キ ン グ シ ス テ ム が有 効 と考 え られ る。

Moodleと 連 携 で きる ポー トフォ リオや ソ

ー シ ャルネ ッ トワー クシス テ ム もい くつ

か提案 され てお り7),学 生 同士の相互啓 発

や 学習 コ ミュニテ ィ と して の有 効性 の実

証 実験 を進 めな が ら導入 を図 って い きた

い。

8ma㈱ 謙 麟臨
圏 冨層 一i・.1□___.__.隔 一一一___膠 累 ■鵬 甥離 胃■

。_照 刈 。_

マ イファイルo

ヒューに會め葛ため、面tatの イメージ、ドキュメントまたは他のファイル在アッゴロードしτ

ル剴壷穆帥す衝には、フォル虫上にドラッツ&ドロッゴしてください。

■一 ■一
》 ホーム 降

名祢 説明 サイズ 豊録日

年号一覧pdf8k2009'10'31

図8:ポ ー トフ ォ リ オMaharaの 個 人 フ ァ

イ ル 画 面

5.お わ りに

本稿 で指 摘 したMoodleに 対 す る改善 要

望点 は以下 の とお りであ る。

1)ス マー トフォ ンや携 帯電話への対応

2)新 着 メ ッセー ジな どの明示

3)ビ デオ ・音声教材へ の対応

4)管 理支援 ツール の充実

5)教 務事務 システ ム との連携

6)学 びの ポー タル サイ ト化

Moodleは オー プ ン ソー ス で あ りな が ら,

商用LMSと 比較 して も機 能や 拡張性 に優れ,

LMSと して の可能性 は高い。 しか しな が ら,

海外の大学で開発 されたこともあ り,ケ

ー タイへの対応や,我 が国の大学教育で

はなお改善が必要な個所 も多い。国内外

を含 めて多 くのボランティアによる改良

や開発が進 め られ てお り,我 々の実践 が

貢献できることを期待 している。 よ りよ

い学習支援 ツール として学内外 との共 同

研究 ・実践をすすめていきたい。

本研 究 の一 部 は,2010年 度 愛 知 大学 共

同研 究 助 成B-36「 大 学教 育 にお け る学 生

との双 方 向通 信 の あ り方 」 に よる もの で

ある。
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